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田中メソッドの国語教材

文　法
「ことばのきまり」１年生
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何が　どうする　（動作・作用を表す）

何が　どんなだ　（様子を示す）

何が　何だ　（物事を断定・説明する）

何が　ある　　　（物事の存在を示す）

形容詞 + 名詞　+ 動詞

形容詞 + 名詞　+ 形容詞

形容詞 + 名詞　+ 形容動詞

形容詞 + 名詞  + ある（いる・ない）

名詞 + 形容詞 + 名詞

名詞 + 副詞 + 動詞

断定

推量

希望

決意

何が　どうするの疑問文

何が　どんなだの疑問文

何が　何だの疑問文

何が　ある（いる・ない）の疑問文

何が　どうするの否定文

何が　どんなだの否定文

何が　何だの否定文

何が　ある（いる・ない）の否定文

時をたずねる疑問文

場所をたずねる疑問文

人をたずねる疑問文

何かをたずねる疑問文

理由をたずねる疑問文

方法をたずねる疑問文

命令

禁止

要求

感動

１から３までの復習

４から６までの復習

７から９までの復習

10から12までの復習

13から15までの復習

16から18までの復習

19から21までの復習

22から24までの復習

25から27までの復習

29から30までの復習

31から32までの復習

１から６までの復習

７から12までの復習

13から18までの復習

19から25までの復習

26から32までの復習

１から10までの復習

11から20までの復習

21から32までの復習

１から16までの復習

1年全範囲の復習

なまえ

Ver.1.1



こ

と

ば

の

き

ま

り

１
年
一
回

さ
か
な 

が 三
か
い
よ
む

三
か
い
な
ぞ
る

、
、
、  

、
、
、

三
か
い
よ
む

三
か
い
な
ぞ
る

、
、
、  

、
、
、

さ
か
な
　
が
　
お
よ
ぐ
。

と
り 

が 
と
ぶ

と
り
　
が
　
と
ぶ
。

お
よ
ぐ

何が　どうする（動作・作用を表す）

A01



う
ま 

が
三
か
い
よ
む

三
か
い
な
ぞ
る

、
、
、  

、
、
、

三
か
い
よ
む

三
か
い
な
ぞ
る

、
、
、  

、
、
、

う
ま
　
が
　
は
し
る
。

ひ
と 
が 

あ
る
く

ひ
と
　
が
　
あ
る
く
。

三
か
い
よ
む

三
か
い
な
ぞ
る

、
、
、  

、
、
、

ぶ
た 

が 
ね
る

ぶ
た
　
が
　
ね
る
。

は
し
る

何が　どうする（動作・作用を表す）

A02



さ
か
な 

が

文
を
か
ん
せ
い
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

と
り 
が

う
ま 

が

ひ
と 

が

ぶ
た 

が

お
よ
ぐ

は
し
る

ね
る

あ
る
く

と
ぶ

A03



こ

と

ば

の

き

ま

り

１
年
十
七
回

き
み
の
お
と
う
さ
ん
は 

先
生
で
す
か

三
か
い
よ
む

三
か
い
な
ぞ
る

、
、
、  

、
、
、

三
か
い
よ
む

三
か
い
な
ぞ
る

、
、
、  

、
、
、

き
み
の
お
と
う
さ
ん
は
　
先
生
で
す
か
。

あ
な
た
は
　
三
年
生
で
す
か

あ
な
た
は
　
三
年
生
で
す
か
。

何が　何だの疑問文

A52



あ
じ
は
　
さ
か
な
で
す
か

三
か
い
よ
む

三
か
い
な
ぞ
る

、
、
、  

、
、
、

三
か
い
よ
む

三
か
い
な
ぞ
る

、
、
、  

、
、
、

あ
じ
は
　
さ
か
な
で
す
か
。

せ
か
い
は
　
ひ
ろ
い
で
す
か

せ
か
い
は
　
ひ
ろ
い
で
す
か
。

三
か
い
よ
む

三
か
い
な
ぞ
る

、
、
、  

、
、
、

う
み
は
　
ふ
か
い
で
す
か

う
み
は
　
ふ
か
い
で
す
か
。

A53



き
み
の
お
と
う

さ
ん
は

文
を
か
ん
せ
い
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
は

あ
じ
は

せ
か
い
は

う
み
は

先
生
で
す
か

ひ
ろ
い
で
す

かふ
か
い
で

す
か

さ
か
な
で
す

か三
年
生
で
す

か

A54



田中メソッドの国語教材

文　法
「ことばのきまり」２年生
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２文節の単文

３文節の単文

４文節の単文

５文節の単文

複文

重文　

省略の文

倒置の文

何が　どうする　（主語と述語）

何が　どんなだ　（主語と述語）

何が　なんだ　（主語と述語）

何が　ある（いる・ない）（主語と述語）

主語の連文節

述語の連文節

主語を作る「は」

主語を作る「は」「も」

主語を作る「は」「も」「さえ」

主語を作る「は」「も」「さえ」「の」

主語を作る「は」 「も」 「さえ」 「の」 「でも」

述語となる「～か」

述語となる「～か」「なさい」

述語となる「～か」「なさい」「たい」

修飾語

被修飾語

主語の修飾語（何の　何が）

主語の修飾語（どんな　何が）

述語の修飾語（どんなに　どうする）

述語の修飾語（どんなに　どんなだ）

述語の修飾語（どんなに　ある）

述語の修飾語（何を　どうする）

述語の修飾語（何に　どうする）

述語の修飾語（何で　どうする）

述語の修飾語（何から　どうする）

述語の修飾語（何と　どうする）

述語の修飾語（どこで　どうする）

述語の修飾語（どこへ　どうする）

述語の修飾語（どこに　ある）

述語の修飾語（いつ　どうする）

述語の修飾語（どんな　なんだ）

述語の修飾語（何の　なんだ）

１から８までの復習

９から16までの復習

17から24までの復習

25から32までの復習

33から40までの復習

１から10までの復習

11から20までの復習

21から30までの復習

31から40までの復習

１から20までの復習

21から40までの復習

２年全範囲の復習

名　前

Ver.1.1



こ
と
ば
の
き
ま
り

２
年
一
回

１
　
さ
く
ら
が
　
さ
い
た
。

２
　
さ
ん
ぽ
に
　
出
か
け
る
。

３
　
小
川
が
　
な
が
れ
る
。

４
　
ア
ル
バ
ム
を
　
見
る
。

５
　
遠
足
に
　
行
く
。

三
回
よ
む

、
、
、

三
回
よ
む

、
、
、

三
回
よ
む

、
、
、

三
回
よ
む

、
、
、

三
回
よ
む

、
、
、

さ
く
ら  

が  
さ
い
た  

。

に

。

が

。

に

。

。

を

（２文節の単文）

B01



さ
く
ら
が

さ
ん
ぽ
に

小
川
が

ア
ル
バ
ム
を

遠
足
に

下
か
ら 

こ
と
ば
を
え
ら
ん
で 

文
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

出
か
け
る

見
る

さ
い
た

な
が
れ
る

行
く

。
。

。。

。

B02



こ
と
ば
の
き
ま
り

２
年
十
七
回

１ 

風
だ
け
で
な
く
、
雨
さ
え
ふ
り
だ
し
た
。

２ 

ぼ
く
だ
け
で
な
く
　
兄
さ
え
で
き
な
い
。

３ 

わ
た
し
だ
け
で
な
く  

赤
ち
ゃ
ん
さ
え

　 

わ
ら
い
だ
す
。

４ 

母
だ
け
で
な
く  

父
さ
え
お
こ
り
だ
し
た
。

三
回
よ
む

、
、
、

三
回
よ
む

、
、
、

三
回
よ
む

、
、
、

三
回
よ
む

、
、
、

風
だ
け
で
な
く  
、

雨
さ
え
ふ
り
だ
し
た 
。

　
　  

　  

　
　
　

　
　
　
　
　   

　     

。

　
　 

　 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　  

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

　
　
　
　   

。

　   

　
　
　
　
　     

　
　
　
　
　
　
　  

。

５ 

お
か
ず
だ
け
で
な
く  

ご
は
ん
さ
え
な
い
。

三
回
よ
む

、
、
、

主語を作る「は」「も」「さえ」

B37



風
だ
け
で
な
く
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

ぼ
く
だ
け
で
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　 

。

わ
た
し
だ
け

で
な
く 

母
だ
け
で
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

。

お
か
ず
だ
け
で
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　  

。

下
か
ら 

こ
と
ば
を
え
ら
ん
で 

文
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。兄

さ
え
で
き
な

い 父
さ
え
お
こ
り

だ
し
た

雨
さ
え
ふ
り
だ

し
た

赤
ち
ゃ
ん
さ
え

わ
ら
い
だ
す

ご
は
ん
さ
え
な

い
。

B38



田中メソッドの国語教材

文　法
「ことばのきまり」３年生
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文図（単文　修飾語 + 主語）

文図（単文　修飾語 + 述語）

文図（単文[修飾語+主語]＋[修飾語+述語]）

文図（単文　修飾語+修飾語+主語）

文図（単文　修飾語+修飾語+述語）　

文図（単文　４＋５）　

文図（複文　[主語+述語]+主語）

文図（複文　[主語+述語]+目的語）

文図（重文　順接） 

文図（重文　逆接）

文図（重文　理由）

文図（重文　条件）

文図（重文　時）

対等の関係

付属の関係　

独立の関係

文節に分ける

単語に分ける

名詞と動詞

普通名詞

固有名詞

数名詞

代名詞１（人称代名詞ー1人称）

代名詞２（人称代名詞ー２人称）

代名詞３（人称代名詞ー3人称ー近称）

代名詞４（人称代名詞ー3人称ー中称）

代名詞５（人称代名詞ー3人称ー遠称）

代名詞６（人称代名詞ー不定称）

代名詞７（指示代名詞ー事物）

代名詞８（指示代名詞ー場所）

代名詞９（指示代名詞ー方角）

名詞のはたらき１（主語になる）

名詞のはたらき２（述語になる）

名詞のはたらき３（助詞と結びつき修飾語になる）

名詞のはたらき４（独立語になる）

１から４までの復習

５から８までの復習

９から12までの復習

13から16までの復習

17から20までの復習

21から24までの復習

25から28までの復習

29から32までの復習

33から35までの復習

１から８までの復習

９から16までの復習

17から24までの復習

25から32までの復習

１から12までの復習

13から26までの復習

27から35までの復習

３年全範囲の復習

名　前

Ver.1.1



こ
と
ば
の
き
ま
り

３
年
一
回

１ 

池
の
水
が
　
少
な
い
。

池

の

水

が

少
な
い  
。

２ 

公
園
の
花
が
　
さ
い
た
。

　

　

の

　

が

　

　

る

。

３ 

山
の
ゆ
き
が
　
と
け
る
。

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

　

の

　

　

が

　 

　 

。

４ 

七
色
の
に
じ
が
　
か
か
る
。

三
回
読
む

、
、
、

　

　

の

　

　

が

　 

　 

。

文図（単文　修飾語＋主語）

C01



下
か
ら
こ
と
ば
を
選
ん
で
文
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

さ
い
た

と
け
る

か
か
る

少
な
い

池
の
水
が
　
　
　
　
　  

。

山
の
ゆ
き
が
　
　
　
　
　   

。

七
色
の
に
じ
が
　
　
　
　
　
　
。

公
園
の
花
が
　
　
　
　
　  

。

C02



こ
と
ば
の
き
ま
り

３
年
十
七
回

１ 

こ
の
　
山
は
　
高
く
て
　
け
わ
し
い
。

こ
の
　
山
は
　
高
く
て
　
け
わ
し
い 

。

２ 

こ
の   

問
題
は   

ふ
く
ざ
つ
で   
む
ず
か
し
い
。

　
　  

　
　
　
　
　 

　
　
　  

　

　
　
　
　      

。

３ 

き
み
の
　
じ
て
ん
し
ゃ
は
　
新
し
く
て

 

　
か
っ
こ
い
い
。

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

　
　  

　
　
　 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

。

４ 

父
の
　
き
ょ
う
だ
い
は
　
み
ん
な

 

　
長
生
き
で
す
。

三
回
読
む

、
、
、

　
　    

　
　
　   

　
　
　

　
　
　
　
　   

。

５ 

学
校
の
　
か
だ
ん
は
　
花
が

 

　
ま
ん
か
い
で
す
。

三
回
読
む

、
、
、

　
　  

　
　
　
　  

　
　  

　
　
　
　
　
　
　
。

文節に分ける

C33



下
か
ら
こ
と
ば
を
選
ん
で
文
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ふ
く
ざ
つ
で

高
く
て

み
ん
な

新
し
く
て

か
だ
ん
は

こ
の
　
山
は
　
　
　
　
　 

け
わ
し
い
。

き
み
の
　
じ
て
ん
し
ゃ
は
　
　
　
　
　
　
か
っ
こ
い
い
。

学
校
の
　
　
　
　
　
　
花
が
　
ま
ん
か
い
で
す
。

父
の
　
き
ょ
う
だ
い
は
　
　
　
　
　
長
生
き
で
す
。

こ
の
　
問
題
は
　
　
　
　
　
　
　
む
ず
か
し
い
。

C34



田中メソッドの国語教材

文　法
「ことばのきまり」４年生

1

2

3

4

5

6

7

8
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13

14

15

16

17

18
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20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

動詞と形容詞

動詞の活用１（終止形）

動詞の活用２（未然形）

動詞の活用３（連用形）

動詞の活用４（連体形）

動詞の活用５（仮定形）

動詞の活用６（命令形）

動詞の活用７（活用変化）

動詞の種類１（可能動詞）

動詞の種類２（自動詞と他動詞）

動詞のはたらき1（述語になる）

動詞のはたらき2（助詞と結びついて主語になる）

動詞のはたらき3（修飾語になる）

形容詞と形容動詞

形容詞の活用１（終止形）

形容詞の活用２（未然形）

形容詞の活用３（連用形）

形容詞の活用４（連体形）

形容詞の活用５（仮定形）

形容詞の活用６（活用変化）

形容詞のはたらき1（述語になる）

形容詞のはたらき2（助詞と結びついて主語になる）

形容詞のはたらき3（修飾語になる）

形容動詞の活用１（終止形）

形容動詞の活用２（未然形）

形容動詞の活用3（連用形）

形容動詞の活用4（連体形）

形容動詞の活用５（仮定形）

形容動詞の活用６（活用の変化）

形容動詞のはたらき（述語になる）

形容動詞のはたらき（助詞と結びついて主語になる）

形容動詞のはたらき（修飾語になる）

連体詞の形1（この・その・あの・どの）

連体詞の形2（ほんの・おおきな・ちいさな・たいした）

連体詞の形3（おかしな・とんだ・ある・あらゆる）

副詞

副詞の種類１（状態を表す副詞）

副詞の種類２（程度の副詞）

副詞の種類３（叙述の副詞）

副詞のはたらき（動詞を修飾する）

副詞のはたらき（名詞を修飾する）

副詞のはたらき（形容詞を修飾する）

副詞のはたらき（形容動詞を修飾する）

副詞のはたらき（副詞を修飾する）

１から８までを復習

９から16までを復習

17から24までを復習

25から33までを復習

34から42までを復習

１から14までを復習

15から29までを復習

30から44までを復習

４年全範囲を復習

名　前

Ver.1.1



こ
と
ば
の
き
ま
り

４
年
一
回

１ 

お
ば
あ
さ
ん
は
　
美
し
い
字
を
　
書
き
ま
す
。

　
　
　
　
　 

は 

　
　
　
　 
を 

　
　
　
　 

。

２ 

ぼ
く
は  

お
も
し
ろ
い
マ
ン
ガ
を  
読
み
ま
す
。

３ 

お
か
あ
さ
ん
は
　
お
い
し
い
料
理
を

 

　
作
り
ま
す
。

４ 

今
日
は
　
冷
た
い
雨
が
　
降
り
ま
す
。

５ 

先
生
が
　
や
さ
し
い
問
題
を
　
出
し
た
。

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

　
　
　  

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　 

。

　
　
　
　
　 

は 

　
　
　
　
　
　  

を

　
　
　
　
　  

。

　
　
　 

は 

　
　
　
　  

が 

　
　
　
　  

。

　
　  

が 

　
　
　
　
　
　  

を 

　
　
　  

。

動詞と形容詞

D01



下
か
ら
こ
と
ば
を
選
ん
で
文
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

お
い
し
い
料
理

冷
た
い
雨

書
き
ま
す

や
さ
し
い
問
題

美
し
い
字

マ
ン
ガ

お
も
し
ろ
い

お
か
あ
さ
ん
は 

　
　
　
　
　
　
を
　
作
り
ま
す
。

先
生
が
　
　
　
　
　
　
を
　
出
し
た
。

お
ば
あ
さ
ん
は
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　 

。

ぼ
く
は
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
を
　
読
み
ま
す
。

今
日
は
　
　
　
　
　
が
　
降
り
ま
す
。

D02



こ
と
ば
の
き
ま
り

４
年
十
七
回

１ 

山
の
緑
は
　
美
し
か
っ
た
。

　  

　
　
は
　
　
　
　
　
　
　 

。

２ 

い
も
う
と
は
　
か
わ
い
か
っ
た
。

３ 

川
の
流
れ
は
　
は
げ
し
か
っ
た
。

４ 

父
は
　
え
ら
か
っ
た
。

５ 

あ
の
作
品
は
　
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

　  

　
　
　  

は
　
　
　
　
　
　
　
　   

。

　   

　
　
　 

は
　
　
　
　
　
　
　
　  

。

　   

は
　
　
　
　
　
　
　 

。

　   

　
　
　 

は 

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

。
形容詞の活用3（連用形）

D32



下
か
ら
こ
と
ば
を
選
ん
で
文
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

す
ば
ら
し
か
っ
た

え
ら
か
っ
た

は
げ
し
か
っ
た

美
し
か
っ
た

か
わ
い
か
っ
た

川
の
流
れ
は
　
　
　
　
　
　
　  
。

あ
の
作
品
は
　
　
　
　
　
　
　
　  

。

山
の
緑
は
　
　
　
　
　
　  

。

い
も
う
と
は
　
　
　
　
　
　
　  

。

父
は
　
　
　
　
　
　   

。

D33



田中メソッドの国語教材

文　法
「ことばのきまり」５年生

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

接続詞のはたらき

並列の接続詞

添加の接続詞　

説明の接続詞

転換の接続詞　

感動詞のはたらき　

感動を表す感動詞

よびかけを表す感動詞

応答を表す感動詞 

あいさつを表す感動詞

助動詞のはたらき　

れる・られる（受け身）　

れら・られる（可能）

れる・られる（尊敬）

れる・られる（自発）

せる・させる（使役）

ない・ぬ（ん）（打ち消し・否定）

う・よう（推量）

まい（打ち消しの推量・打消しの意志）

たい・たがる（希望）

た（だ）（過去・完了）

ます（丁寧）

そうだ・そうです（伝聞・様態）

助詞のはたらき

格助詞１（主語を示す「が」「の」）

格助詞２（連体修飾語を示す「の」）

格助詞3（連用修飾語を示す「を」「に」「へ」など）

格助詞4（並立語を示す「と」「や」「の」）

格助詞5（体言に準ずる文節を示す「の」）

接続助詞1（仮定の順接「ば」「と」）

接続助詞2（仮定の逆接「と」「ても（でも）」など）

接続助詞3（確定の順接「ので」「から」など）

接続助詞4（確定の逆接「けれど」「が」など）

接続助詞5（連用修飾語や並立語となる「し」など）

副助詞1（「は」「も」「こそ」「さえ」）

副助詞2（「でも」「しか」「まで」「ばかり」）

副助詞3（「だけ」「ほど」「くらい」「など」）

副助詞4（「きり」「なり」「やら」「か」）

終助詞1（「か」「な」「の」）

終助詞2（「なあ」「や」「ぞ」「とも」）

終助詞3（「よ」「わ」「ね」「さ」）

１から９までの復習

10から18までの復習

19から27までの復習

28から36までの復習

37から44までの復習

１から22までの復習

23から44までの復習

６年生全範囲の復習

名　前

Ver.1.1



こ
と
ば
の
き
ま
り

５
年
一
・
二
回

言
葉
と
言
葉
や
文
と
文
を
つ
な
ぐ
。

順
接
・
逆
説
・
添
加
・
並
列
・
対
比

選
択
・
説
明
・
補
足
・
転
換

接
続
詞
の
は
た
ら
き

１ 

子
ど
も
は  

よ
く
遊
び
、
ま
た
、
よ
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

２ 

先
生
方
、
な
ら
び
に
両
親
の
お
か
げ
で
す
。

３ 

今
度
の
試
験
は
、
国
語
お
よ
び
算
数
で
す
。

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

 

　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　 

、
　
　
　 

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　 

、

　
　
　
　
　
　
　  

。

　
　
　
　
　
　
　
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

並列の接続詞

E01



子
ど
も
は
　
よ
く
遊
び
、
　
　
　
　
　
よ
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

先
生
方
、
　
　
　
　
　  

両
親
の
お
か
げ
で
す
。

今
度
の
試
験
は
、
国
語  

　
　
　  

算
数
で
す
。

下
か
ら
語
句
を
選
ん
で
文
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

お
よ
び

ま
た

な
ら
び
に

E02



こ
と
ば
の
き
ま
り

５
年
十
七
回

２ 

む
ず
か
し
い
問
題
は
　
出
来
な
い
。

３ 

暗
く
な
っ
た
ら
　
外
に
は
　
出
な
い
。

４ 

君
の
　
わ
が
ま
ま
は
　
み
と
め
ぬ
。

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

 

　   

　
　
　  

　
　
　
　    

は
　
　
　
　
　
　  
。

　
　
　 

　
　
　   

　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　  

。

　
　
の
　
　   

　
　
　   

は
　
　
　
　
　
　  

。

　
　
と
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

。

５ 

私
と
　
組
ま
な
け
れ
ば
　
あ
な
た
は

 

　
負
け
る
で
し
ょ
う
。

三
回
読
む

、
、
、

１ 

私
は
　
ゲ
ー
ム
は
し
な
い
。

三
回
読
む

、
、
、

 

　   

は
　
　
　
　   

は
　
　
　
　 

。

ない・ぬ（ん）（打ち消し・否定）

E22



下
か
ら
語
句
を
選
ん
で
文
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

出
来
な
い

出
な
い

み
と
め
ぬ

組
ま
な
け
れ
ば

し
な
い

私
は
　
ゲ
ー
ム
は  

　
　
　  

。

む
ず
か
し
い
問
題
は  
　
　
　
　
　  

。

暗
く
な
っ
た
ら
　
外
に
は
　  

　
　
　  
。

君
の
　
わ
が
ま
ま
は
　  

　
　
　
　  

。

私
と
　  

　
　
　
　
　  

　
あ
な
た
は
　
負
け
る
で
し
ょ
う
。

E23



田中メソッドの国語教材

文　法
「ことばのきまり」６年生

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

語の識別１　「れる・られる」

語の識別２　「ない」

語の識別３　「そうだ」　

語の認識４　「らしい」　

語の認識５　「ようだ」　　

語の認識６　「う・よう」　　

語の認識７　「た」

語の識別８　「だ」  

語の識別９　「の」  

語の識別10　「で」　

語の識別11　「と」　

語の識別12　「に」　

語の識別13　「か」

語の識別14　「が」　

語の識別15　「から」　

語の識別16　「ながら」

敬語

丁寧語1（丁寧の意味を含む動詞）

丁寧語2（丁寧の意味を表す助動詞のついた語）

丁寧語3（丁寧の意味を表す接頭語のついた語）

尊敬語1（尊敬の意味を含む体言）

尊敬語2（尊敬の意味を表す接頭語のついた語）

尊敬語3（尊敬の意味を表す接尾語のついた語）

尊敬語4（尊敬の意味を含む動詞ー複合動詞）

尊敬語5（尊敬の意味を含む動詞ー補助動詞）

尊敬語6（「おーになる」の形） 

尊敬語7（尊敬の意味を表す助動詞のついた語）

謙譲語1（謙譲の意味を含む体言）

謙譲語2（謙譲の意味を含む接頭語のついた語）

謙譲語3（謙譲の意味を含む接尾語のついた語）

謙譲語4（謙譲の意味を含む動詞ー複合動詞）

謙譲語5（謙譲の意味を含む動詞ー補助動詞）

謙譲語6（「おーする」の形）

切れる文節

続く文節

係る文節

受ける文節

連文節

主語・述語の関係

修飾・被修飾の関係

接続の関係

並立の関係

補助の関係

独立の関係

文の成分

文の種類

１から15までの復習

16から30までの復習

31から46までの復習

１から23までの復習

24から46までの復習

６年全範囲の復習

名　前

Ver.1.1



こ
と
ば
の
決
ま
り

６
年
一
回

１ 

私
は
　
犬
に
ほ
お
を
　
な
め
ら
れ
ま
し
た
。

３ 

ク
ラ
ス
会
で   

小
学
校
の
こ
と
が   

思
い
出
さ
れ
る
。

４ 

花
は
　
水
を
あ
げ
な
け
れ
ば
　
し
お
れ
る
。

２ 

歯
が
　
丈
夫
な
の
で
　
何
で
も
　
食
べ
ら
れ
る
。

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

　   

は
　
　
　
に
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

。

　  

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

。

　   

が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

。

　
　
　
　
　 

で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　  

。

語の識別1　「れる・られる」

助
動
詞(

受
身
）

助
動
詞
（
可
能
）

動
詞
の
一
部

助
動
詞
（
自
発
）

F01



下
か
ら
語
句
を
選
ん
で
文
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

思
い
出
さ
れ
る

し
お
れ
る

食
べ
ら
れ
る

な
め
ら
れ
ま
し
た

私
は
　
犬
に
ほ
お
を
　  

　
　
　
　
　
　
　  

。

歯
が
　
丈
夫
な
の
で
　
何
で
も
　  

　
　
　
　
　  

。

ク
ラ
ス
会
で
　
小
学
校
の
こ
と
が
　  

　
　
　
　
　
　  

。

花
は
　
水
を
あ
げ
な
け
れ
ば
　  
　
　
　
　  

。

F02



こ
と
ば
の
決
ま
り

６
年
十
六
・
十
七
回

１ 

お
父
さ
ん
は  
食
事
を
し
な
が
ら  

新
聞
を
読
み
ま
す
。

敬
語

丁
寧
語

相
手
や
読
ん
で
い
る
人
な
ど
に
敬
意
を
表
す
。

相
手
に
対
し
、
話
し
ぶ
り
を
丁
寧
に
す
る
こ
と
ば
。

尊
敬
語

相
手
や
第
三
者
を
敬
っ
て
言
う
こ
と
ば
。

謙
譲
語

主
と
し
て
話
し
手
が
へ
り
く
だ
っ
て
言
う
こ
と
ば
。

２ 

悪
い
と
　
知
り
な
が
ら
　
又
　
タ
バ
コ
を
　
す
う
。

三
回
読
む

、
、
、

三
回
読
む

、
、
、

　
　
　   

　  

は
　
　
　
　
を

　
　
　
を
　
　
　
　
　    

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　   

を
　
　
　
　 

。

敬語

語の識別16　「ながら」

接
続
助
詞
（
動
作
の
並
立
）

接
続
助
詞
（
確
定
の
逆
接
）

F26
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